


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































o （ア）B　E （イ）FC（ウ） D　高さ
　キリン・牛・そして兎各々の草を獲得する能力は草の高さが異なれば異な
る。それは，例えば，第二図に示す如きものとしょう。すな：わち，図二は兎
が高さ0からAまでの草を食する事が出来，牛は0からCまでの高さの草
を，又キリンはBからDまでの高さを食し得る事を示している。
　草が種の生棲数に比べて，非常に潤沢にある場合から出発しょう。すなわ
ち，どの高さの草も少しの高さの範囲でキリン・牛・兎の生棲数が必要とす
る量より多く生えているものとする。そのとき兎・牛・キリンは，（ア）・
（イ）・（ウ）の線分で示される高さの草のみ食するであろう。というの
は，各々の最も獲得しやすい高さの草を食するであろうからである。そし
て，世代が進むにつれて，生干数がそれぞれ増加し，不得手な高さの草を面
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する事となる。このとき，例えば，（ア）と（イ）の間の高さの草について
は，牛と兎のいずれかがより早くより多く獲得することとなる。そして，仮
に兎が非常に早く生魚数を増大させ草を高さAまですべて食する様になった
とする。この様に，ある草の生かたに対して対抗関係のないとき生画数を早
く増大させる，すなわち，繁栄させる手段をr戦略という事にしよう。
　牛も兎ほど早くないが世代が進むにつれて，やがて，生棲息を増加させA
の高さよりより低い草を食さないと，更に生霊数を増加させる事が出来ない
状態となる。そして，牛は生息数を増そうとして，兎の食している草につい
て兎と獲得競争をすることとなる。この競争において，Aの近くでは牛の方
が獲得能力が上であるため，兎を追いやり，牛が優位に立つ。そして，更に
牛は段々と進んでゆきEの高さの草の処まで兎を追いやる事が出来るが，そ
れ以上低い草については兎を追いやる事が出来ない。というのは草の獲得能
力の上からそれ以上低い処では兎の方が逆により優れているからである。こ
の様な関係は牛とキリンとの問でも起こる。F点で示す高さの処で分けあう
事となる。結局，兎は高さOE間，牛はEF間，キリンはFD間の草を食
し，それぞれの高さで供給されている草の：量でまかなへる生心数以上は生棲
出来ない事となる。その生壁数を互いに保持し合う状態が考えられるが，そ
の様な状態を均衡状態という。尚，均衡状態の限られた草の量の下で草から
の栄養摂取量を高める等による生呼数を増加させる事，すなわち，繁栄させ
る事をR戦略という事にしよう。
　上の草の生えかたが一様である場合を1変数1価の場合と言い，そして，
高さのみがいうろいうとりうる場合を1変数多価の場合と言う。2変数多価
の場合，例えば，高さと固さがやいろいろな価をとりその他の属性は等しい
場合を考えて見ると第三図の如く，兎，牛，キリンそして，新たに別の種2
ツがそれぞれ食しうる範囲が示される。（14）豪富において，実線で囲まれた領
域が対抗関係のない場合の各々の領域であり，年魚にそれぞれの草獲得能力
を示すためには等高線の様なもので示すしか方法がないためそれをさける
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が，その能力の上から均衡する領域区分を点線GOH，1及び」であるとす
る。すなわち，牛はキリンと重なる部分をG線で分けあい兎と重な：る部分を
H線で分けあい他種と1，J，で分けあう事を示している。この様な線分の
事を均衡線という。
第三図
??
他種1
（1）
商
運
（H）
N
N
N
（J）
（G）
他種2
キリン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高さ
　更に，草の生えかたは，高さ，固さのみならず，大きさとか匂いの強さと
かいろいろの属性を持つが，3変数多価の場合を考えると，ある種の食物獲
得領域は球の様なものであり，それが，あちらでけずられ，こちらでけずら
れたものである。多くの競争者をもつ場合，それは多方面を，均衡面として
けずられ，残された空間で示される草の生えかたに対してのみ優位にたつこ
とが出来る。この残された空間は，例えば大きな：仮想的な桃があって，競争
者が各々いろいろの方向と異なった大きさの口とでかじられた後の残された
部分の形の如きものとして想像できる。以上，草の生えかた，すなわち，い
ろいろの草の生えかたの質量を所与とし，兎，牛，キリン，の草を食す能力
を一定として考えて来た。しかし，実際は草の生えかたも時とともに変化す
る。たとえば，何らかの理由で兎の食しうる草の量が減少し，牛の食しうる
（14）第1図，第2図，第3図はすべて受け入れられるであろう説明上の作為図であって，
　兎，牛，キリンの能力を動物機能論の裏づけを示していない。
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条件を備えた草が増加するという事が起こる。すなわち，草にも進化があ
り，それに伴った増殖率の変化がある。ある種の進化を誘発させる原因は気
候条件，地質の変化等が考えられるが，それは，その草が草食動物に食され
る食されかたや，他の種の進化と増殖率も又原因である。われわれは，ある
種の草の進化とそれにともなった増殖率の変化についての説明理論は複雑で
あり，困難であるため追求しない。しかしp／ある種の草の進化と増殖率の変
化はその種を食する草食動物の食しかたと他の種の草の進化と増殖によって
も影響をうける事を明確に認める事にしょう。というのは，われわれが問題
とするのはいろいろの草の生えかたがあり，その生えかたのおのおのが量的
にどの様に変化するかが問題であり，その量的変化は，草を草の生えかたの
上から細分化し，各細分間の量的移動の上から捉える。それが質的変化であ
るとする。
　草食動物の種各々についても草を食する能力が食物の供給のされかた等に
よって減退していったり，強化されたりする。それは進化，退化，の現象で
ある。すなわち，今まで所与としていた草の生えかたとしていたその量と分
布が変動し，主としてその理由によって草の獲得能力が変動する事である。
この能力変動は，以下の仮説的な変動を含む。例えば，先のキリン，牛，兎
の例の第2図において均等状態であるとし，牛の獲得能力が最も強い（イ）
の周辺の草が何らかの理由で異常に増殖されたとしよう。その時牛は当面最
も食しやすい（イ）の周辺のみを食するであろう。そしてその結果，E及び
：Fに近い処で示される草は食する必要がなく放置する事となり，放置された
草は兎，キリンにとって競争をする事なく獲得出来，種の繁栄を見る事とな
る。牛の能力について言えば，この状況の結果，E点及びF点の草を獲得す
る必要なそして従来は具えていた能力を使用しないですまし，将来競争に
よって均衡点で分けあうとき，その均衡点は異なったものとなるであろう。
それは牛の使用しないでいた能力の退化と，いろいろと説明可能な競争相手
（兎とキリン）能力の進化によってである。草獲得能力は上に見た如く，多
一25一
560
次元のものであり，その変動様式も多様でありうる。従って，一方の競争者
である種との均衡曲面では以前より相対的に劣化して均衡曲面が自社の内側
に押しやられ領域を削りとられる事と同時に別の競争者との均衡曲面では相
対的により優位となるように進化をして，その均衡曲面を自社の外側におし
やり，領域を拡大させるといたった事があり得る。そして，それは更に，同
一の競争者である種に対した均衡のある処では領域をへこまされ，別の処で
は領域拡大といった事が起こり得る。
　以上の考察によって種間の競争システムについて，幾つか立言が可能であ
る。それらは重要であるため，次に列挙しておくことにする。（15）（1）存続して
いる種はある草の生えかたにたいして他のどれよりも強い優位性をもってい
る事，そして（2）競争は，より類似した能力をもつ種間のとき，益々激しくな
る。すなわち，兎と牛は口の高さという点で兎とキリンより類似しているた
め，兎とキリンでは競争は少ないけれども兎と牛との問では競争は激しい。
（3）ある種の能力の他の種のそれとの差異に利点ないし価値があるのはその能
力に価値を与える環境における差異と適合している場合である。すなわち，
ある草の生えかたに対して他の種の能力以上獲得能力を持つとして，それが
価値があるのは，その草の生えかたの草が環境として豊富に存在していなけ
ればその能力は全く意味がなく価値のないものである。（4）均衡という意味と
して，進化の所要時間内，すなわち，互いの能力を所与として考えられる場
合，何らかの撮乱によって変動したとしても，もとの能力による均衡えもど
る力が働く事を意味する。（5）競争は，時として，ある競争者のペアが手を組
んで，両者の複合的能力によって両者が存続する場合も考えられる。それは
手を組まなかった場合よりも，組んだ場合ともにより多くの草を獲得出来る
場合である。⑥種はすべて多くの競争関係にある種をもち，異なった次元で
対峙している。競争関係にある種は互いに相手の能力は環境の1つである。
（15）　B．　D．　Henderson　op，　cit．
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⑦種下は種の組み合わせが互いに環境的制約条件であるため，各々の間の均
衡面は領域の境界を形成する。（8）その分割された領域を維持する事の失敗
は，以前もっていたその優位性を独占的に持続する事の失敗による。（9）草の
生えかたのあり様や競争心のあり様のいずれであっても，そのいかなる変化
も競争均衡面，競争局面，を変化させる。これはある種の草を食する食しか
たの変化が，ある種の草の進化の原因となりそれが他の種の草の増殖率に影
響し，影響されるそして，それは他の種の草食動物の進化と増殖率に影響す
るといった理解である。従って，いかなる環境変化も，単に従来の領域維持
のためであっても，全ての競争老に適応を要請する。⑩変化はたえまなく起
こっているが変化に最良に最も早く適応したものが最も多く得る事となる。
（11）草の生えかたとして，ある処が豊であればある程，又多様であればある
程，潜在的に競争的関係の種の数は多くなり，競争はより激しくなる。そし
て，⑰競争者のもつ互いの相対的優位性は少なくなる。この逆として，⑬草
の生えかたが粗で多様性に乏しいとき，競争関係の種の数は少くなり，その
競争上の優位性は少ない要因によって実現しうる。（④競争のありかたとし
て，ある種が例えば前方の競争者と互いに優位性を競い合い，その方面の能
力強化に努め，そのため後方の能力低下，優位性の喪失を来したとすると，
おのおの後方の競争者によって征服されてしまう場合もあり得る。⑮同一の
競争者間の競争においても，均衡曲線の異なった部分では，特に力が伯仲し
ている場合勝敗を異にする可能性がある。すなわち，ある処では勝ち，ある
処では負けとなり，競争自体が両者にとつペイしない状況が起こる。㈲この
競争のマイナス・サム・ゲームと成り得る可能性は競争を緩和させる安定要
因となり得る。
　以上について，要約すると，競争の全体的環境は多くの競争者と互いに対
面していて，おのおのユニークな強み，能力をもち，互いに環境とな’り，
各々領域を持つ。そのセグメントは粗の処，緻密な処といろいろの模様をも
つが，それは動的な均衡の織物の如きものを形成している。
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　我々は以上の草と兎・牛・キリンの話しの草を消費老に，牛・兎・キリン
を競争関係にある企業におきかえて，マーケテング競争を見る事とする。草
の生えかた，すなわち，上のに見る如く，草にもいろいろの種があり，高さ
や固さ，大きさ，匂い，栄養価等多くの次元で説明されるべき多様性があっ
た。
　そして，その多様な草を食す草食動物の種が多種類いて，各々が互いに異
なった能力を持つ事によって存続し，競争している如く，その多様な消費者
をめぐって幾つかのSBUが存続繁栄を目標として，マーケテング競争を展
開している。従って，われわれは，この類似的モデルを中心にこの節全体の
考察を基軸としたマーケテング競争を次節以下で論述する事にしよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完）
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